



















として機能している.例えば， ktb ((書く》の能動/受動の差異を， McC紅白Y(1979， 1981)に基
づいて示すと次のようになる.




b. kutib ((書く， pf. pass.)) 
k t b .. root tier 
/1¥ 
C汁 prosodic叫剖e









(2) yajidu (くya-wjid・u< wjd) ((見つける， impf.) 
sirut (<手i戸u-t<手戸) 《成る， 1， sg.) 
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化がなされることになるが，それは SonoritySequencing Principle， OCPなどの条件に従うこと
を明らかにする.
2.理論的背景
2.1. Feature Geometry 
分節音音韻論の理論のひとつに， Feature Geometry理論がある.これは，分節音が，音韻素性
を階層的な構造をもつものとしてとらえるものである (Clements(1985)， McCarthy (1988)， 
Rice (1993)など多数). Feature Geometry理論による素性構造は，個別言語の示す固有な特徴
などによる結果から研究者により，様々なものが提唱されている.




/w， y/は， Odden (1991)が示したように， /w/は[lab]を， /y/は [cor]を合む PlaceNodeをそれぞ
れ有していることが知られている.したがって，声門閉鎖音の場合とは違い， /w， y/が変化を
こうむるのは PlaceNodeがないことに起因しているのではない.そこで， Root Nodeに着目
して分節音を分類することを試みてみる.














































来るべきものとなる.ところが， /w， y/は [cons]未指定であるので，この性質に基づくと，
/w， y/はonsetおよび音節末子音としては存在し難いものだということができる.そのため
に/w，y/が音韻変化を受けて，適切な音節が形成される方向に進む./w， y/がonset，音節末子
音として現れ難い音であるということは， Sonority Sequencing Principleにおいて， glideがもっ
とも母音に近いものであることからも明らかである.
Sonority Sequencing Principle (Kenstowicz (1994: 254)): 
vowels > glides > liquids > nasals > obstruents 
(5) 


























G = glide 
Condition: Week Verbs 
半母音が rnoraをもっ位置で音節化された場合は，派生の段階では変化を受けない.派生
が終了してから，default ruleによって， [cons]未指定ということに基づいて， /w/は/u/に， /y/は
/i/に，それぞれ変化すると考えることができる.











か示しておくことにしたい. w， yは語根子音であり， (1)で示したように，語根子音は必ず C
として与えられている.これに基づくと，半母音は，派生の段階では， CVG (G = glide) ， GV， 
GVV， GVCのいずれかの音節構造の中に現れることになる.すなわち，半母音の現れる全て
の考えられる環境は以下のとおりである(#は語境界を示す).
























(McCarthy and Prince (1990))・これにしたがって考えると，先行音節が CVVのような構造を
もっときは，アラビア語ではこれより重い音節は存在しないので，後続音節のはじめにある半
母音が規則 (6)によって消失した後，第2音節の母音が先行音節の要素として再音節化され
ることはありえない.よってこの場合は，規則 (6)は適用されず， moraをもたない W，Yが消
失しないことが示される.
(9) qaawam (< qwm) ((抵抗する，11) 
baayai (くbメ) ((忠誠を誓う，11) 
(8c， e)以外の環境，すなわち (8a，b， d， f)では，それぞれの場合に音変化が起こり，それぞれ
の過程を経て再音節化が行われることになるが，それらは大きく 3つに分けることができる.
1つは，他の子音が隣接している (8f)および (8a)である.この場合，聞CG-の1国で現れる (8f)






















(10) a. yaujal (ya-wjal < wjl) 
b. nadautu (nadaw-tu < ndw) 
(11) a. yaiqa写 (ya-yqa~ く yq手)
b. ramaitu (ramay-tu < rmy) 
《恐れる， impf.} 
《呼ぶ， 1. sg.} 
《目を覚ます， impf.} 
《投げる， 1. sg.} 
先行母音が， i，.uの場合は次の例のようになる.
(12) a. lijal (liwjalく wjl) 《恐れる，2.sg. imper.}} 
b. radiitu (ra<;liy-tuく r<;ly) 《満足する， 1. sg. pf.} 
c. yuu~il (yu-w~il く w~l) 《結合する，IV，"impf.}}
d. nahuutu (nahuw-tu) 《分別がある， 1. sg. pf.} 
(13)3) a. liibas (liybasく ybs) 《乾く， imper.}} 
b. xaziitu (xajiy-tu < xzy) 《面目を失う， 1. sg. pf.}) 




として ObligatoryContour Principle (OCP， McCarthy (1986))として与えられている.
(14) Obligatory Contour Principle (McCarthy (1986)): 








(15) litta~al σi・w-t-a~l < w~l) ((接続する， VIlI ) 
yat切手il 匂a・w-t-a~il < w手1) ((接続する，VIII， impf.) 


















































/μ μ  
/ I 十













(ya-wjid < wjd) 









































め，それぞれ個別に音韻規則が適用される.半母音 /w，y/は2.1.節σ)で与えたように， [cons] 
未指定であり， [+cons]をもっ他の子音とは異なって，母音と同じ tierにあるものとみなす.











《立つ，3. sg. impf.) 
《立てる， IV， 3.sg. impf.) 
《成る，3. sg. impf.) 
《恐れる，3. sg. impf.) 


























第2音節では， onsetの位置に /w/が来ている.この位置は moraのない位置であるので (6)に
よって半母音は削除される.この結果として，第2音節はonsetがないものになってしまう.





























































(ya-~yir < ~yr) 
(ya-xwaf < xwt) 






この場合も (20)と同様に，左から右に音節化がなされ， [yaq] [wum]の様になる.第2音節で






























































なり複雑である.本節では， (8ので与えた3つの環境 (CVGV，CVGVV， CVGVC)での再音節
化について分析する.
3.2.1. CVGV 
CVGVという環境のうち，形態論上考えられる出力形は， a_a， a_I， a_u， i_u，'u_I， u_uである.
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これらの環境では，左からの音節化によって [CV][GV]となり，第2音節の onsetは (6)の規







(kawan-a < kwn) 
(nadaw-a < ndw) 
(手ayar-a<手yr)









《満足する，3. sg. impf.) 
a_i， a_uの時は，/a:/となる.
(xawif-a < xwf) xaafa (25) a. 
(hayib-a < hyb) 
b. ~aala (.tawula < ~wl) 
yarcaa (ya-rcay-u < rcy) 
haaba 
これは， /a/のもつ[ーhigh]がtriggerとなってこの素性が拡張したためと考えられる.また，
i_u， u_iの場合は， /i:/となる.これは， /i/のもつ[ーback]がtriggerとなって/u/の位置に拡張し
た結果である.



























































《呼ぶ，2. sg. f. impf.) 
《投げる，2. sg. f. impf.) 
《呼ぶ，3. pl. impf.)) 
《投げる，3. pl. impf.)) 
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(胞-nduw-iina< ndw) tandiina (28) a. 
(ta-rmiy・iina<rmy) 















半母音の削除後， uが消失して iが残ったのは， OCPに従った結果， [+high]の隣接が許されな
くなったためで，iは2.sg.を表わす活用語尾の一部であるために，これが保存されたのである.
半母音に先行する母音が /aJの時は，後続の長母音が単音化した後， /出， au/として音節化さ
れる.
《満足する， 2. sg. f. impf.) 
《呼ぶ，3. pl. pf.) 
《投げる，3. pl. pf.) 
(ta-rclay-iina < rcly) 
(nadaw-uuく ndw)
tardaina σ0) a. 
nadau b. 
(ramayuu < rmy) 































yamllya (ya-rmiy-aく rmy) 《投げる，3.sg. subj.) 
raQiyaa (raQiy-aaく rQY) 《満足する，3.du.) 
yanduwa (ya-nduw-aく ndw) 《呼ぶ，3.sg. subj.) 
yanduwaa (ya-nduw-aa < ndw) 《呼ぶ，3.du. subj.) 
これは，後続母音 /a，a:/が半母音 /w，y/の [+high]と隣接しても OCPに違反しないからであ
ることと， a， aaが活用語尾であるためにその形態素を保持しようとする働きがあるためであ
る.さらに，削除がなされた場合に例えば *nadaaのようになると仮定すると，同じ動詞の





して規則 (6)が適用され， [CVVC]となるが， 3moraを避けるために母音が一つ削除され，
[CVC]という再音節化がなされることになる.
隣接する母音が互いに異なる場合には，次のようになる.
(33) a. hibtu (hayib-tu < hyb) 《恐れる， 1. sg.) 
nimtu (nawim-tuく nwm) 《眠る， 1. sg.) 
b. tultu (!awul-tu < !wl) 《背が高い， 1. sg.) 
c. xirtu (xuwir-tuく xwr) 《選ぶ， 1. sg.) 
bi1tu (buyi1-tu < by1) 《売る， 1. sg. pass.)) 
これを図示すると次のようになる.
σ4) r-q.le (6) Onset Condition ((4)) 
月~~trバkA
h a v i b t u → aT1f  b t u 
。
この場合は，連続する 2つの母音のうち，後ろのものが nucleusとして選ばれることになる.






((--である， 1. sg.) 
《成る，3.sg.) 
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れる位置であるので，規則 (7)に従って， /w/は/UIに， /y/は/iにそれぞれ母音化する.この変
化の様子はσ6)で示したとおりとなる.






































(ya-nduw < ndw) yandu 
?irmi 
。7)



















化がなされる.さらに， OCPに従って [+high]の共起が避けられることや， (4)で示した音節
構造によって，半母音そのものや隣接母音が削除される.そして，最終段階で，語末に存在す































yada~ (ya-wda~ < wd~) ((置く，impf.) 
yahab (ya-whab < whb) ((与える， impf.)) 
この場合は， a に(前後を問わず)隣接する子音が/~， h/などの喉音 (gu仕町めであり，そ
の子音のもつ [-high]が拡張して本来の iから aに変化したと考えることができる.つ
まり，この場合の特徴母音は本来iであって，このときに (18)の派生を行い，その後に i




(10) John McCarthyの示唆によれば，この場合， /w， y/のfaithfulnessが高いので，消失するこ
となく表出するというのが理由と考えられる.
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